
台風２１号に係る本院の救護活動について 

 

 

大阪大学医学部附属病院長 

 

 

この度の台風 21 号により被害に遭われましたすべての方々に、心からお見舞い申し上げます。 

大阪大学医学部附属病院といたしましては、被災された皆様に 1 日も早く平穏な日常生活を取り

戻していただけるよう少しでもお役に立てればという気持ちを込めて、下記の救護活動を行って

おります。 

 

１．平成３０年９月５日（水）午後２時３０分から医師２名、看護師２名、及び業務調整員１名

で構成するＤＭＡＴを泉佐野地域ＤＭＡＴ活動拠点本部に向け派遣。 

泉佐野地域ＤＭＡＴ活動拠点本部の指揮のもと、各医療機関の急性期の医療ニーズ（転院を

含む）確認作業に従事。 

 

２．平成３０年９月６日（木）午前４時から関西国際空港救護所にて活動 

午後３時任務を終え無事帰院 

 

 

 

（平成３０年９月６日現在） 

 


